
氏名 角谷　常子

学部担当科目

・東洋史演習
・東洋史史料講読
・東洋史史料実習
・史学研究法
・東洋史概論

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・国際文化財史料学演習
・国際文化財史料学特殊講義

授業科目

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本秦漢史学会、史学研究会、東方学会、木簡学会、東洋史研究会

中国古代社会史

史学科の特色でもある実物教育に力を入れている。またできるだけ現代中国に対する理
解を深めるとともに、現代社会との関係をイメージできるよう、心がけている。

・ＪＡＳＳクラブにて年４回中国史の講座を担当
・「古代文化」誌編集委員、史学研究会役員、木簡学会役員、中国政府留学生審査委員

京都大学大学院文学研究科

博士（文学）

中国古代史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

科学研究費基盤研究（Ａ）「文字文化からみた東アジア社会の比較研究」（代表者）、
大阪産業大学における古算書研究会主催『九章算術』講読会、新潟大学關尾史郎氏主催
の漢魏晋の研究会、京都大学人文科学研究所における岳麓書院臧秦簡講読会、東京外国
語大学ＡＡ研究所主催の秦漢簡牘講読会、五一広場出土簡講読会における研究活動に参
加している。代表科研では、一般市民向けのシンポジウム「日本の石文を語る」（於奈
良大学）を開催した。また台湾の中央研究院において木簡の調査と研究会を行い、５年
間の成果として『古代東アジアの文字文化と社会』を発表した。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・人事委員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・東洋史概論



編著

単

企画編
集

④

②

①

③

⑤

①特輯　木簡研究の最前線
と新展開

③

（その他）

②

日本、中国、韓国、ギリシャにおい
て、石刻を中心とした文字文化を通
して、それぞれの政治的・社会的特
徴を明らかにせんとした。

③

（学会発表）

①後漢時代の刻石流行の背
景

②

②

③

日本、中国、韓国、ローマの木簡研
究の最前線にける新たな潮流、新視
点、新たな研究方法を紹介する特輯
である。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①「古代東アジアの文字文
化と社会」

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2019年2月

後漢時代に刻石が流行した背景につ
いて、一般的に想定される流動性の
高さ・不安定さに加え、様々な人間
関係、社会関係が、それを表現する
礼という器と相まって流行したと想
定した。

奈良大学2019年2月

「古代東アジアの文
字文化と社会」

『古代文化』第70巻
第30号

1918年12月


